
ご利用には
別途追加料金が必要です
お申し込み・ご質問は、
看護師へお申し付けください
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病院理念
シンゾウくん

病客さま一人ひとりの権利を尊重し、心のこもった安全で、
質の高い医療の提供が私どもの理念です

10月

2015年病客さまと心臓病センター榊原病院をつなぐ
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特別
メニュー

秋

入院中の病客さまにとって、 お食事が 「癒し」 や 「楽しみ」 の時間になりますように

あなたに寄り添う

安全でおいしい食事

藤本純也（フランス料理経験者）、小林諭（イタリア料理経験者）らと協力し、 心を込めて作ります

　市内有名日本料理店の元料理長  高谷浩が、主任  西江智章（元日本料理店料理長）、

※1日から利用可能
※特室は無料550円1食あたり

プラス （税込）

　しろ菜と法蓮草のごま和え、 ごぼう海老射込み （徳島産）、 木の葉南瓜、 鶏肉の治部煮
（宮崎産）、もみじ人参、いんげん、秋刀魚 （北海道産）、裏白椎茸、里芋田楽、栗ご飯 （岡山産）、

ピオーネ （岡山産）、 梨 （岡山産） を盛り込みました。

エネルギー 614㎉ 塩分 2.8g たんぱく質 25.4g 量 451g

夕食 週7日間

季節の盛り込み

心
臓
血
管
外
科
　
院
長
補
佐
　
近
沢
　
元
太

　
医
学
・
工
学
両
方
の
急
速

な
進
歩
と
技
術
交
流
に
よ
っ

て
、
他
の
分
野
に
比
べ
て
工
学

技
術
の
受
け
入
れ
が
む
つ
か
し

い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
外
科
治

療
の
分
野
で
も
最
先
端
の
医

療
工
学
技
術
に
よ
る
診
療
を

支
え
る
体
制
が
進
ん
で
き
ま
し

た
。

　
近
年
の
外
科
手
術
の
発
達

の
中
で
非
常
に
重
要
な
領
域
の

一
つ
に
低
侵
襲
手
術
が
あ
り
ま

す
。
従
来
の
外
科
手
術
で
は
、

治
療
を
行
う
部
位
だ
け
で
な

く
、
そ
こ
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
作

業
や
手
術
を
す
る
部
位
が
よ

く
み
え
る
よ
う
視
野
確
保
を
す

る
た
め
に
、
皮
膚
、
筋
肉
と

治
療
を
行
う
部
位
の
周
り
の

組
織
の
切
開
、
剥
離
、
止
血

な
ど
の
手
術
操
作
が
行
わ
れ

ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
正
常
な
組
織
へ

の
ダ
メ
ー
ジ
は
治
療
を
受
け

ら
れ
る
病
客
さ
ま
に
と
っ
て
好

ま
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
ダ
メ
ー
ジ
の
程
度
の
大
き

さ
に
よ
っ
て
、
手
術
後
の
回
復

の
ス
ピ
ー
ド
、
術
後
の
合
併
症

や
後
遺
症
の
有
無
が
左
右
さ

れ
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
で
す
。

従
っ
て
手
術
時
の
病
客
さ
ま
へ

の
ダ
メ
ー
ジ
を
、
そ
し
て
ダ

メ
ー
ジ
を
与
え
る
可
能
性
そ
の

も
の
を
出
来
る
だ
け
少
な
く
し

た
身
体
に
優
し
い
手
術
が
求
め

ら
れ
る
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
低
侵
襲
手
術
で
す
。

　
最
先
端
の
医
療
工
学
技
術

の
革
新
的
な
進
歩
に
よ
っ
て
、

心
臓
血
管
疾
患
に
対
し
て
も
、

低
侵
襲
手
術
が
近
年
急
速
な

勢
い
で
普
及
し
て
き
て
い
ま

す
。
そ
の
代
表
的
治
療
と
し

て
、
大
動
脈
弁
狭
窄
症
に
対

す
る
経
カ
テ
ー
テ
ル
的
大
動

脈
弁
置
換
術
（

T A V I
）
や
大
動

脈
瘤
に
対
す
る
ス
テ
ン
ト
グ
ラ

フ
ト
治
療
（

T E V A R
・

E V A R
）
が
あ

り
ま
す
。
い
ず
れ
も
折
り
畳
ん

だ
人
工
臓
器
（
人
工
弁
・
人

工
血
管
）
を
収
納
し
た
カ
テ
ー

テ
ル
を
太
も
も
の
付
け
根
の
動

脈
内
か
ら
入
れ
て
目
的
場
所

ま
で
誘
導
し
、
カ
テ
ー
テ
ル
か

ら
押
し
出
し
て
広
げ
る
こ
と
に

よ
り
治
療
を
行
い
ま
す
。
医

療
工
学
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、

人
工
臓
器
を
収
納
す
る
カ

テ
ー
テ
ル
も
ど
ん
ど
ん
細
く
な

り
、
最
近
で
は
皮
膚
を
切
開

せ
ず
に
動
脈
内
に
カ
テ
ー
テ
ル

こ
こ
ま
で
来
た
低
侵
襲
心
臓
血
管
外
科
治
療

～
切
ら
ず
に
心
臓
・
血
管
病
を
治
す
時
代
の
到
来
～

症状に合わせた
栄養管理

管理栄養士による

栄養管理

全体的に味を薄くするのでは
なく、表面に味付けすること
でおいしく食べられる

よう工夫

薄味で

おいしく
外国産食材を一切使用
せず食の安心・安全

を徹底追求

季節に合わせた

国産食材
　
　
　
　
急
告
！

皆
さ
ま
に
ま
つ
た
け
の
最
盛
期
に
な
り
ま
し
た
ら
、

例
年
の
よ
う
に
国
産
の
ま
つ
た
け
を
使
用
し
た

ま
つ
た
け
ご
飯
を
お
出
し
し
ま
す
。

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

を
入
れ
て
安
全
に
治
療
を
行

う
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
将
来
す
べ
て
の
心
臓

弁
膜
症
や
大
動
脈
瘤
に
対
し

て
、
切
ら
な
い
で
治
療
を
行
う

カ
テ
ー
テ
ル
治
療
が
可
能
に
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
今
後
の
低
侵
襲
手
術
の

発
展
に
よ
り
、
入
院
す
る
こ
と

な
く
日
帰
り
で
心
臓
弁
膜
症

や
大
動
脈
瘤
に
対
す
る
治
療

を
受
け
て
い
た
だ
け
る
日
も
そ

う
遠
く
な
い
時
期
に
到
来
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
私
ど

も
は
さ
ら
に
皆
さ
ま
の
お
役
に

た
ち
た
い
と
研
究
を
進
め
て
い

ま
す
。

病院の庭に咲くコスモス

検索榊原病院
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ご
入
院
病
客
さ
ま
の
ご
退
院
後
の
不
安

を
解
消
し
、
ご
安
心
い
た
だ
け
る
よ
う
当

院
で
は
ご
入
院
の
間
に
退
院
調
整
担
当
看

護
師
長
と
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
で
退

院
支
援
が
ご
必
要
か
ど
う
か
の
検
討
を
行

い
、
ご
必
要
な
病
客
さ
ま
に
は
相
談
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
相
談
内

容
か
ら
、
ご
退
院
に
か
か
る
問
題
点
や
課

題
、
ご
退
院
に
向
け
た
目
標
な
ど
を
検
討

し
退
院
支
援
計
画
を
作
成
し
ま
す
。
病
客

さ
ま
に
関
わ
る
各
担
当
者
と
合
同
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
を
行
い
、
情
報
共
有
し
計
画
を
立

て
ま
す
。

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
の
方

は
、
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
在
宅
ス

タ
ッ
フ
へ
情
報
を
提
供
し
、
引
き
続
き
ご
退

院
後
の
支
援
を
依
頼
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

し
て
、
ご
退
院
後
も
安
心
し
て
日
常
生
活

を
お
過
ご
し
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
に
担
当
者

と
連
携
し
、
退
院
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
チ
ー
ム
医
療
を
活
か
し
て
病
客

さ
ま
に
よ
り
そ
っ
て
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。 退

院
後
も
安
心

お
手
伝
い
し
ま
す

　
こ
れ
か
ら
の
日
本
は
平
均
寿
命
の
伸
び
に

加
え
、
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
期
に
達
し

て
高
齢
者
人
口
が
増
加
し
、
入
院
収
容
人

数
が
限
ら
れ
る
た
め
在
宅
医
療
に
頼
ら
ざ
る

を
得
な
い
見
込
み
で
す
。
厚
生
労
働
省
に
は
、

在
宅
医
療
を
推
進
す
る
と
と
も
に
増
大
す
る

医
療
費
の
抑
制
の
た
め
急
性
期
ベ
ッ
ド
数
を

削
減
し
た
い
意
向
が
あ
り
、
急
性
期
医
療
と

在
宅
療
養
を
結
ぶ
橋
渡
し
役
と
し
て
２０１４
年
4

月
、「
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
」
の
制
度
が
新

設
さ
れ
ま
し
た
。

　「
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
」
と
い
う
名
称
は

長
く
て
概
念
も
わ
か
り
に
く
い
た
め
当
院
で
は

『
回
復
ケ
ア
病
床
』
と
呼
ん
で
お
り
、
リ
ハ
ビ

リ
棟
３
階
に
、
観
察
室
、
感
染
症
室
を
含
む

一
般
病
室
と
個
室
の
計
47
床
を
用
意
し
て
い

ま
す
。

　
入
院
対
象
と
な
る
病
客
さ
ま
は
、
在
宅
や

介
護
施
設
に
復
帰
可
能
な
方
で
、
最
長
60

日
の
入
院
が
で
き
ま
す
。
主
に
次
の
よ
う
な
病

客
さ
ま
が
対
象
と
な
り
ま
す
。①
院
内
院
外

を
問
わ
ず
、
一
般
病
棟
へ
の
入
院
治
療
に
よ

り
急
性
期
医
療
は
終
了
し
た
が
、
在
宅
や

介
護
施
設
へ
の
復
帰
に
は
ま
だ
不
安
が
あ
り
、

し
ば
ら
く
の
間
経
過
観
察
が
必
要
な
病
客
さ

ま
②
入
院
治
療
に
よ
り
病
状
が
安
定
し
て
い

る
が
、
在
宅
復
帰
に
は
ま
だ
リ
ハ
ビ
リ
が
必

要
な
病
客
さ
ま
や
、
退
院
に
向
け
て
環
境
整

備
に
時
間
を
要
す
る
病
客
さ
ま
③
自
宅
や
介

護
施
設
な
ど
で
療
養
中
の
病
客
さ
ま
で
、
発

熱
、
感
染
、
脱
水
、
外
傷
な
ど
重
症
で
は

な
い
が
一
定
期
間
の
入
院
治
療
や
リ
ハ
ビ
リ

が
必
要
な
病
客
さ
ま
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
急
性
期
病
棟
か
ら
『
回
復
ケ
ア
病
床
』
に

転
棟
し
て
い
た
だ
く
場
合
は
、
主
治
医
が
判

断
し
て
病
客
さ
ま
と
ご
家
族
に
提
案
し
、
ご

了
解
さ
れ
た
場
合
『
回
復
ケ
ア
病
床
』
に
移

動
し
て
い
た
だ
き
継
続
入
院
と
な
り
ま
す
。

　『
回
復
ケ
ア
病
床
』
に
入
院
さ
れ
て
い
る
病

客
さ
ま
の
約
7
割
が
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
て
お
ら

れ
、
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
か
ら
始
ま
り
、
病
棟
内
の

廊
下
（
一
回
り
す
れ
ば
140
ｍ
）
を
利
用
し
た

リ
ハ
ビ
リ
、
さ
ら
に
は
同
じ
棟
の
2
階
に
あ
る

リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
で
の
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
段
階
に

即
し
て
、
運
動
能
力
や
日
常
生
活
動
作

（
ADL
）
の
改
善
を
図
り
ま
す
。

　
ご
入
院
後
は
、
在
宅
復
帰
支
援
計
画
に

基
づ
き
、主
治
医
、看
護
師
、
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ

回
復
ケ
ア
病
床
長
　
濱
中
　
孝
臣

回
復
ケ
ア
病
床
（
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
）

ベッドサイドリハビリ 病棟内リハビリ

※状態に応じてリハビリ内容は変わります

日常生活の動作を回復させ
在宅復帰できることを目指します

365日

リハビリ実施

フ
、
薬
剤
師
、
管
理
栄
養
士
、
在
宅
復
帰

支
援
者
と
し
て
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な

ど
が
チ
ー
ム
を
組
み
治
療
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　
ご
退
院
前
に
は
、
病
客
さ
ま
本
人
、
ご

家
族
、
病
院
側
ス
タ
ッ
フ
の
他
、
在
宅
療
養

側
と
し
て
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
介
護
ヘ
ル

パ
ー
、
福
祉
用
具
業
者
も
参
加
し
て
担
当
者

会
議
を
開
催
し
、
ご
退
院
直
後
か
ら
の
デ
イ

ケ
ア
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
決
定
な
ど
環
境
整
備
を

行
い
、
病
客
さ
ま
や
ご
家
族
が
安
心
し
て
在

宅
復
帰
で
き
る
よ
う
心
掛
け
て
ま
い
り
ま
す
。

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
　
副
主
任
　
　

中
西
　
由
紀
子

冬
に
向
か
っ
て
の
虚
血
性
心
疾
患

ド
ク
タ
ー
が
こ
た
え
る
！

　
寒
い
時
期
に
発
症
し
や
す
い
虚
血
性
心
疾
患
に

つ
い
て
山
本
桂
三
循
環
器
内
科
副
院
長
に
き
き
ま

し
た
。

　
心
臓
は
１
日
に
約
１０
万
回
も
収
縮
、
拡

張
を
繰
り
返
し
全
身
に
血
液
を
送
る
ポ
ン
プ

の
役
割
を
し
て
い
ま
す
。
収
縮
、
拡
張
す
る

心
臓
の
心
筋
に
、
酸
素
や
栄
養
を
含
む
血

液
を
送
り
込
ん
で
い
る
の
が
「
冠
動
脈
」
と

い
う
血
管
で
す
。冠
動
脈
の
狭
窄
や
攣
縮(

れ

ん
し
ゅ
く)

に
よ
り
心
筋
に
血
液
が
届
か
な

く
な
る
状
態
を
虚
血
性
心
疾
患
と
い
い
ま

す
。
な
か
で
も
代
表
的
な
も
の
と
し
て
「
狭

心
症
」
と
「
心
筋
梗
塞
」
が
あ
り
ま
す
。

　
皇
后
さ
ま
が

2015
年
8
月
、
心
臓
の
精
密

検
査
を
受
け
ら
れ
「
心
筋
虚
血
」
の
疑
い
と

診
断
さ
れ
た
こ
と
は
ご
記
憶
に
新
し
い
と
思

い
ま
す
。
年
齢
を
重
ね
冠
動
脈
に
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
な
ど
が
た
ま
っ
て
血
管
が
狭
窄
す
る
動

脈
硬
化
や
、
強
い
ス
ト
レ
ス
で
血
管
が
一
時

的
に
強
く
収
縮
す
る
攣
縮
な
ど
で
心
筋
に
十

分
血
液
が
届
か
な
く
な
り
、
酸
素
や
栄
養
が

運
ば
れ
な
い
状
態
を
「
心
筋
虚
血
」
と
い
い

ま
す
。
心
筋
虚
血
が
原
因
で
胸
の
痛
み
が
生

じ
る
と
狭
心
症
と
診
断
さ
れ
ま
す
。

・
胸
の
真
ん
中
あ
た
り
を
締
め
つ
け
る
よ
う
な

痛
み

・
息
苦
し
さ

・
動
悸

・
運
動
能
力
の
低
下

　
厚
生
労
働
省
人
口
動
態
統
計

2014
年

（
2015
年
9
月
公
表
）
で
も
寒
い
時
期
に
向

か
っ
て
心
臓
病
に
よ
る
心
停
止
が
多
く
な
っ

て
く
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。発
症
し
や
す

い
時
間
帯
は
早
朝
と
夜
間
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。心
臓
病
に
よ
る
死
亡
の
代
表
的
な

も
の
は
心
筋
梗
塞
で
す
。
そ
の
死
亡
の
半

数
が
病
院
到
着
前
で
す
。心
筋
梗
塞
と
は

冠
動
脈
が
血
栓
な
ど
で
完
全
に
つ
ま
り
、

心
臓
の
筋
肉
が
壊
死
し
た
状
態
の
こ
と
で

す
。

　
痛
み
が
な
く
知
ら
な
い
う
ち
に
心
筋
梗

塞
に
な
っ
て
い
る
無
痛
性
心
筋
梗
塞
と
い

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
前
胸
部
に
焼
け
つ
く
よ
う
な
激
し
い
痛

み
や
圧
迫
感
が
続
く

・
持
続
性
の
胸
痛
と
呼
吸
困
難
、
冷
や

虚
血
性
心
疾
患
と
は
？

狭
心
症
と
は
？

狭
心
症
の
主
な
症
状
は
？

受
診
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
？

心
筋
梗
塞
と
は
？

心
筋
梗
塞
の
主
な
症
状
と
は
？

汗
、
め
ま
い
、
吐
き
気
と
伴
に
脱
力
・
不

安
・
恐
怖
を
感
じ
る

・
症
状
は
１５
分
以
上
続
く

　
症
状
を
自
覚
さ
れ
た
時
は
、
す
ぐ
に

119
番
通
報
を
し
て
く
だ
さ
い
。
一
番
近
い

消
防
局
に
繋
が
り
、
「
火
事
で
す
か
、
救

急
で
す
か
」
と
聞
か
れ
ま
す
の
で
「
救
急
」

と
答
え
、
状
況
を
ご
説
明
く
だ
さ
い
。
通

報
と
同
時
に
救
急
車
は
出
動
し
ま
す
。

　
当
院
は
、
２４
時
間
３６５
日
救
急
車
か
ら

医
師
に
直
接
連
絡
が
取
れ
、
到
着
後
す

ぐ
に
処
置
が
行
え
る
体
制
を
整
え
て
い
ま

す
。

　
当
院
で
は

320
列
CT
で
冠
動
脈
の
狭
窄

の
有
無
を
立
体
画
像
で
撮
影
す
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。
虚
血
性
心
疾
患
が
気
に
な

る
方
は
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な

に
よ
り
も
我
慢
禁
物
！
早
期
発
見
！
早

期
受
診
！
で
す
。

緊急電話
局番なし 119
救急と言ってください

心臓病センター榊原病院

電話 ： 086-225-7111

朝日新聞 （8月 20日付） より



健康について一緒に考えてみましょう
ご家族の方もぜひご参加ください

健康教室〔14時～〕
脂質異常症と食生活

心不全予防のポイント

※日程を変更することがありますので、 院内掲示でご確認ください。 参加は無料です。

　ただし、 医師の指示による管理栄養士の教室のみ栄養指導料（保険適応 ： 80円～ 250円）が必要です。

しなやかな血管を保つために～減塩が必要なわけ～

知って得する医療費と介護保険の話

見直そう食生活　病院食のコツ

心臓リハビリテーションとは

減塩食のコツ

10月 11月 12月
管理栄養士、保健師、理学療法士が食事や日常生活、運動などについてお話します。

だれでも簡単！救命蘇生法～あなたの勇気が命を救う～

狭心症・心筋梗塞の危険因子とは

低血糖とシックデイ（体調が悪い時の対応）

足のトラブルと手入れ

糖尿病教室〔15時～〕
糖尿病と合併症
お答えします　あなたの疑問

9 ・23（金）

薬とインスリン

検査について

食事について

運動について

糖尿病に関わる専門の医師・スタッフが、お話します。

ワーファリン教室〔14時～〕薬剤師、保健師がワーファリン内服時の注意点などをお話します。

〔会場〕診療棟 2階大ホール

26 （月）

14 ・28 （水）

1 ・15 ・29 （木）

6 ・20 （火）

7 ・21（水）

13 ・27（火）

8 ・22（木）

2 ・16（金）

5 ・19（月）

26 （月）

14 ・28 （水）

1 ・15 ・29 （木）

7 ・21 （水）

8 ・22（木）

6 ・13 ・20 ・27（火）

2 ・9 ・16 ・23 ・30（金）

5 ・19（月）

6 ・20（金）

9 （月）

11 ・25 （水）

12 ・26 （木）

17 （火）

4 ・18（水）

10 ・24（火）

5 ・19（木）

13（金）

2 ・16 ・30（月）

9 （月）

11 ・25 （水）

12 ・26 （木）

4 ・18 （水）

5 ・19（木）

10 ・17 ・24（火）

6 ・13 ・20 ・27（金）

2 ・16 ・30（月）

院内教室のご案内

7 ・21 （月）

9 （水）

10 ・24 （木）

1 ・15 （火）

2 ・16（水）

8 ・22（火）

3 ・17（木）

意外と知らない高血圧のホント～正しい血圧の測り方～ 30（金） 27（金） 25（金）

11（金）

14（月）

4 ・18（金）

7 ・21 （月）

9 （水）

10 ・24 （木）

2 ・16 （水）

3 ・17（木）

1 ・8 ・15 ・22（火）

4 ・11 ・18 ・25（金）

14（月）

　
当
院
の
健
康
教
室
は
、
心
臓
病
を

中
心
に
診
断
治
療
や
救
急
時
の
対
応

な
ど
を
詳
し
く
分
か
り
や
す
く
解
説
し

て
い
ま
す
。
心
臓
病
の
予
防
や
再
発
を

防
ぐ
た
め
の
教
室
も
多
く
開
催
し
て
い

ま
す
。
た
く
さ
ん
の
教
室
を
開
催
し
て

い
る
こ
と
に
驚
か
れ
た
方
も
あ
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
が
、
心
臓
病
は
心
臓
以
外

の
様
々
な
臓
器
の
病
気
と
関
連
し
て
い

る
た
め
、
心
臓
病
と
関
連
す
る
病
気
に

つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
病
気

の
早
期
発
見
や
現
在
の
健
康
を
よ
り
長

く
維
持
す
る
な
ど
、
病
客
さ
ま
の
健
康

を
幅
広
く
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が
当
院
健

康
教
室
の
目
的
で
す
。

　
各
教
室
は
、
当
院
の
そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
ス
タ
ッ
フ
が
行
い
、
参
加
さ
れ
た
方
と

一
緒
に
様
々
な
お
話
を
し
な
が
ら
進
め

て
い
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
日
々
の
疑

問
や
心
配
事
な
ど
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
健
康
教
室
の
参
加
は
当
院
に
受
診

さ
れ
て
い
る
病
客
さ
ま
や
そ
の
ご
家
族

は
も
ち
ろ
ん
、
一
般
の
方
も
ご
自
由

に
無
料
で
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
病

客
さ
ま
や
病
客
さ
ま
の
ご
家
族
の
た

め
に
、
ぜ
ひ
健
康
教
室
へ
ご
参
加
い

た
だ
く
よ
う
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

院
内
教
室

当
院
の

70号05 病院NOW 70号 04病院NOW



【佐々木先生より】40余年、
二代にわたり地域の皆さまの
健康づくりのお手伝いをさせ

ていただいております。内科全般、特に高血
圧・高脂血症・糖尿病などの生活習慣病や呼
吸器・消化器系を中心に外来診療を行ってお
ります。心臓病センター榊原病院には、以
前、非常勤医師としてチーム医療に参加して
おりました。今後とも密な連携をよろしくお
願いいたします。
 

連 携 医 療 機 関 紹 介 佐々木医院
〔住 所〕
〔電 話〕
〔 F A X 〕
〔標榜科〕

〒700-0056　岡山市北区西崎本町４－３
086-253-0230
086-256-2252
内科全般・消化器内視鏡

※土曜午後・日曜・祝日は休診

　かかりつけ医をもっていただくよい点は、 ご

退院後も引き続きあなたをよくご存じの近くの

先生にずっとかかることで体調の変化に早く気

づき、 病気も見つけやすくなることです。 また、

待ち時間も短く、 通院しやすいことです。

　つまりかかりつけ医の先生と心臓病センター

榊原病院の2人主治医制というわけです。

先生
           ささき  　             たかし 

佐々木　高

かかりつけ医を持つメリット
病歴を把握してもらえる
切れ目のない継続的なお付き合いによって、体質
や生活習慣などを把握。普段の健康管理の助言も
受けられる。

かかりつけ医を

おもちですか

専門の医療機関を紹介してもらいやすい
より詳しい高度な検査、治療が必要なときは紹介
状を書いてもらえる。大病院での初診時負担金が
不要になる。

家族全員の健康管理も任せられる
共働きである、高齢者がおられるなど、家族環境や
家族構成などよくご存じのかかりつけ医の先生の
診療が受けられる。

待ち時間が短く、通院の負担が軽い
大病院は施設が整い、専門医も多く安心感がある
が、自宅や職場からすぐに通いにくい。

病客さま

情報共有

・普段の診察
・薬の処方
・血液、 尿などの検査

・循環器を中心とした

   専門的治療
・詳しい検査
・心臓カテーテル治療、

   手術

心臓病センター
榊原病院

かかりつけ医
（地域の医療機関）

・ お変わりがあった際
・半年、 1年に 1回の

   定期診察
・日々の通院、

   診察

1 2

3 4

２４時間支援診療所 往　診 介　護

診療時間

8：30～12：00

15：00～18：30

月

●

火

●

水

●

木

●

金

●

日

―

土

●

〔診療表〕

● ● ● ● ● ――

【心臓病センター榊原病院より】とても優しい先生で「病客さまの立場にたった診療」を方針に、内
科・小児科・健康診断・在宅医療・介護などを通じて地域の皆さまに貢献されています。

佐々木医院

備前三門駅

岡山市立
石井中学校

三門小学校

関西学園

創志学園
高等学校

236

180

JR 吉備線

N

100ｍ

　

近
年
、社
会
の
高
齢
化
や
生
活
習
慣
病
の

増
加
な
ど
に
よ
り
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
低
用
量
ア
ス
ピ
リ
ン

(low
-dose 　

aspirin

、以
下
LDA
、商
品
名
：

バ
イ
ア
ス
ピ
リ
ン
®
，バ
フ
ァ
リ
ン
®)
は
血
小
板

の
働
き
を
抑
え
る
こ
と
か
ら
、心
筋
梗
塞
や
脳

梗
塞
な
ど
の
再
発
予
防
に
多
く
使
わ
れ
、LDA
の

常
用
者
は
、現
在
で
は
500
万
人
前
後
と
推
定

さ
れ
て
い
ま
す
。LDA
療
法
の
最
も
重
大
な
合
併

症
の
一
つ
は
消
化
管
潰
瘍
で
あ
り
、重
症
例
で

は
出
血
で
死
の
転
機
を
取
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。こ
の
消
化
管
病
変
は
主
に
胃
や
十
二
指
腸

な
ど
に
発
生
し
ま
す
が
、小
腸
に
も
傷
害
が
発

生
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、カ
プ
セ
ル
内
視

鏡
を
用
い
た
検
討
で
は
、LDA
常
用
者
で
は
半
数

以
上
に
小
腸
に
ビ
ラ
ン
や
潰
瘍
な
ど
が
認
め
ら

れ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、最
近
、私

ど
も
は
LDA
服
用
す
る
こ
と
で
、大
腸
に
も
潰
瘍

や
憩
室
出
血
な
ど
多
彩
な
粘
膜
病
変
が
で
き

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た（
藤
村
宜
憲
，

他

：

消
化
器
の
臨
床
，2013

；

16

：

199-

206.

）。

　

LDA
服
用
者
は
胃
痛
な
ど
の
自
覚
症
状
が
乏

し
く
、
胃
の
も
た
れ
な
ど
軽
い
症
状
の
こ
と
も

多
く
認
め
ら
れ
ま
す
。
一
方
、
前
兆
も
な
く

突
然
、
吐
下
血
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
自
覚
症
状
が
な
く
て
も
内
視
鏡
検
査
を

行
う
と
、
非
服
用
者
に
比
べ
３
～
５
倍
の
胃
十

二
指
腸
潰
瘍
の
発
生
が
認
め
ら
れ
注
意
が
必

要
で
す
。

　

最
近
、
よ
り
高
い
抗
血
栓
効
果
を
求
め
て
、

LDA
と
複
数
の
抗
血
栓
薬
を
組
み
合
わ
せ
て
処

方
さ
れ
る
機
会
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

LDA
に
よ
る
胃
十
二
指
腸
潰
瘍
の
危
険
性
は
複

数
の
抗
血
栓
薬
（
ク
ロ
ピ
ド
グ
レ
ル
、
ワ
ル
フ
ァ

リ
ン
な
ど
）
や
非
ス
テ
ロ
イ
ド
性
消
炎
鎮
痛
薬

（
NSAIDs
）
と
の
併
用
に
よ
り
高
く
な
る
こ
と
も
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
い
血
栓
予
防
効
果
を

求
め
れ
ば
求
め
る
ほ
ど
、
消
化
管
出
血
の
リ
ス

ク
が
高
ま
り
ま
す
の
で
、
胃
十
二
指
腸
潰
瘍
の

予
防
薬
の
服
用
が
重
要
で
す
。

　

LDA
の
胃
十
二
指
腸
潰
瘍
の
治
療
は
プ
ロ
ト

ン
ポ
ン
プ
阻
害
薬
（
PPI
）
を
中
心
と
し
た
酸

分
泌
抑
制
療
法
で
、
吐
下
血
の
場
合
、
緊
急

内
視
鏡
に
よ
る
止
血
術
後
、
PPI
療
法
に
な
り

ま
す
（
図
1
、
2
）。
大
腸
潰
瘍
の
軽
度
か

ら
中
等
度
の
下
血
時
は
、
多
く
の
場
合
、
緊

急
内
視
鏡
の
処
置
後
、
LDA
を
休
薬
せ
ず
に
絶

食
だ
け
で
改
善
し
ま
す
。

　

ま
た
、
LDA
の
胃
十
二
指
腸
潰
瘍
の
再
発
予

防
薬
と
し
て
、
胃
酸
分
泌
抑
制
薬
（
PPI
、
H2

低
用
量
ア
ス
ピ
リ
ン
に
よ
る
消
化
管
出
血
に
ご
注
意

消
化
器
内
科
　
部
長
　
藤
村
　
宜
憲

ブ
ロ
ッ
カ
ー
）
が
、
小
腸
や
大
腸
潰
瘍
で
は
粘

膜
防
御
薬
（
ミ
ソ
プ
ロ
ス
ト
ー
ル
や
レ
バ
ミ
ピ

ド
）
が
有
用
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
腰
痛

な
ど
鎮
痛
薬
が
必
要
な
時
に
は
、

COX-2
選
択
的

阻
害
薬
（
セ
レ
コ
キ
シ
ブ
）
の
服
用
が
、
通
常

の
消
炎
鎮
痛
薬
に
比
べ
、
潰
瘍
お
よ
び
出
血
の

危
険
性
を
低
下
さ
せ
ま
す
。

　

LDA
服
用
中
は
定
期
的
に
内
視
鏡
検
査
を
受

け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
貧
血
や
下
血
が
出
現
し

た
場
合
に
は
、
循
環
器
内
科
や
消
化
器
内
科

の
専
門
医
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　

健
康
を
維
持
す
る
に
は
運
動
が
大
切
で

す
が
、
最
近
で
は
バ
ラ
ン
ス
、
歩
く
速
さ
、

椅
子
か
ら
の
立
ち
上
が
り
の
3
種
類
の
運
動

が
大
切
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

・
バ
ラ
ン
ス

　

足
を
前
後
1
列
に
揃
え
て
10
秒
を
目
標

に
保
つ
。
転
倒
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

・
歩
く
速
さ

　

4
m
の
距
離
を
普
段
歩
く
速
さ
で
何
秒

か
か
る
か
。
4.8
秒
以
内
が
目
標
で
す
。

・
立
ち
上
が
り

　

40
㎝
程
度
の
高
さ
の
椅
子
に
座
っ
て
、
腕

を
組
ん
だ
状
態
で
そ
こ
か
ら
立
ち
上
が
る
。

立
ち
座
り
を
出
来
る
だ
け
早
く
行
い
、
5

回
繰
り
返
す
こ
と
に
何
秒
か
か
る
か
。
11
秒

以
内
が
目
標
で
す
。

　

3
種
類
の
運
動
の
う
ち
、
3
つ
と
も
目
標

に
達
し
て
い
な
い
場
合
は
将
来
、
転
倒
や

寝
た
き
り
、
何
ら
か
の
原
因
に
よ
り
入
院
さ

れ
る
こ
と
が
多
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

簡
単
な
運
動
な
の
で
、
自
分
の
運
動
機
能

を
確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

自
宅
で
行
う
運
動
と
し
て
応
用
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
運
動
は
20
分
以
上
の
中
強
度

（
体
力
の
半
分
）
く
ら
い
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が

お
す
す
め
で
す
。

自
宅
で
で
き
る

         

筋
力
チ
ェ
ッ
ク

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室　

技
士
長　
　

湯
口　

聡

図１ ： 図 2 ：噴出性出血を認めた
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沢
山
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
貴
重
な
ご
意
見
に
し
た
が
い
、

病
客
さ
ま
に
よ
り
そ
っ
た
よ
り
よ
い
病

院
を
目
ざ
し
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
な
ど
か
ら
い
た

だ
い
た
ご
意
見
掲
載
に
あ
た
っ
て
趣
旨

を
変
え
な
い
範
囲
で
簡
略
化
す
る
こ
と

お
許
し
く
だ
さ
い
。
今
後
と
も
貴
重

な
ご
意
見
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　

ご
意
見

　
備
え
付
け
の
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
の
利
用
料

金
が
高
額
で
は
な
い
か
。
７
日
間
で
テ
レ
ビ

カ
ー
ド
２
枚
（
２,０００
円
）
を
要
し
た
。

【
お
返
事
】
ご
指
摘
い
た
だ
き
ま
し
た
テ
レ
ビ
、

冷
蔵
庫
は
業
者
委
託
に
し
て
い
ま
す
。
ご
利

用
料
金
は
他
の
医
療
機
関
と
同
じ
設
定
に

な
っ
て
い
ま
す
。
説
明
書
が
わ
か
り
に
く
く
是

正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
注
意
と
し
ま
し
て
、
テ
レ
ビ
カ
ー
ド
を
入
れ

た
ま
ま
で
は
課
金
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、

使
用
し
な
い
時
に
は
カ
ー
ド
を
取
り
外
す
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
意
見

　
万
一
震
災
・
火
災
・
そ
の
他
の
理
由
に
よ

り
余
儀
な
く
緊
急
避
難
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
っ
た
時
、
６
階
、
７
階
の
廊
下
を
見
る

限
り
は
、安
全
で
円
滑
な
避
難
は
場
合
に
よ
っ

て
無
理
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。
理
由

は
、
天
井
に
取
り
付
け
て
あ
る
避
難
誘
導
灯

の
向
き
、
お
よ
び
取
り
付
け
位
置
で
す
。
避

難
誘
導
灯
は
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
誰
も
が
一

見
し
て
わ
か
る
も
の
が
望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
。

【
お
返
事
】
ご
指
摘
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

消
防
法
に
定
め
る
設
置
基
準
に
よ
り
、
消
防

署
の
指
導
の
も
と
避
難
誘
導
灯
、
避
難
口
を

標
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
年
3
回
は
、
職
員

に
よ
る
災
害
訓
練
（
火
災
・
地
震
を
想
定
）

し
て
、
病
客
さ
ま
に
も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
安

全
で
円
滑
な
避
難
誘
導
訓
練
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
消
防
法
に
よ
り
年
2
回
必
ず
法
定
検

査
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

ご
意
見

　
大
部
屋
で
の
テ
レ
ビ
カ
ー
ド
の
使
用
は
仕

方
が
な
い
と
し
て
も
透
析
室
に
お
け
る
使
用

は
ど
う
に
か
な
り
ま
せ
ん
か
。

【
お
返
事
】
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
業
者
委

託
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
テ
レ
ビ
カ
ー
ド
を
ご

使
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

ご
意
見

①
外
科
の
待
ち
時
間
が
長
す
ぎ
で
す
。
気
持

ち
が
だ
れ
ま
す
。

②
テ
レ
ビ
な
ど
置
い
て
は
ど
う
か
？
（
以
前

は
あ
っ
た
）

③
照
明
が
暗
す
ぎ
て
、
気
分
ま
で
暗
く
な
る
。

④
川
の
方
向
に
向
か
っ
て
待
合
室
な
ら
よ
か
っ

た
。

【
お
返
事
】①
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
前
の
方

の
診
察
が
長
引
い
て
い
る
場
合
に
は
、
少
し
お

待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
に

は
、
看
護
師
か
ら
お
声
を
か
け
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
待
ち
時
間
の
短
縮
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

②
テ
レ
ビ
に
代
わ
り
、
病
気
を
よ
く
理
解
し

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
モ
ニ
タ
ー
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
モ
ニ
タ
ー
に
は
、
今
日
の
ニ
ュ
ー
ス
（
共

同
通
信
提
供
）、
医
療
情
報
、
治
療
内
容
な

ど
を
放
映
し
て
い
ま
す
。

③
照
明
に
は

LED
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
照
度

は
確
保
さ
れ
て
い
る
も
の
の
光
の
拡
散
が
少
な

い
こ
と
、
床
が
ブ
ル
ー
で
あ
る
こ
と
が
影
響
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
医
療
情
報
の
泉
（
図

書
室
）
を
ご
利
用
下
さ
い
。

④
モ
ニ
タ
ー
を
見
て
い
た
だ
き
、
病
気
の
こ
と
、

検
査
の
こ
と
な
ど
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
設
計
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
意
見

　
①
個
室
料
金
を
安
く
し
て
下
さ
い
。
せ
め

て
７,０００
円
く
ら
い
に
し
て
下
さ
い
。

②
駐
車
場
料
金
（
お
見
舞
い
２７
分
１００
円
）

を
安
く
し
て
下
さ
い
。

③
病
院
が
暗
す
ぎ
て
危
険
で
す
。（
廊
下
、

外
来
）
気
持
ち
が
暗
く
な
り
ま
す
。

④
医
師
、
看
護
師
、
受
付
の
方
は
親
切
で
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
お
返
事
】①
当
病
院
の
お
部
屋
は
内
装
設

備
、
環
境
に
応
じ
て
決
め
て
お
り
ま
す
。
当

病
院
の
診
療
棟
の
個
室
料
金
は
、
特
別
室

（
税
込
）

37,800
円
・
A1
個
室

13,000
円
・
A2
個
室

10,800
円
・
B
個
室

9,980
円
で
す
。
リ
ハ
ビ
リ
棟
の

個
室
料
金
は
、
特
別
室
（
税
込
）

37,800
円
・

A1
個
室

9,990
円
・
A2
個
室

9,720
円
・
B
個
室

8,910

円
で
す
。
今
後
、
経
済
情
勢
に
応
じ
て
検
討

し
て
参
り
ま
す
。

②
利
用
料
金
は
周
辺
の
駐
車
場
に
合
わ
せ
て

い
ま
す
。
駐
車
料
金
は

11:30
～

18:00
に
駐
車
さ
れ

た
場
合
、
最
初
の
27
分
は
無
料
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

③
LED
を
使
用
し
て
い
ま
す
が
床
が
ブ
ル
ー
の
た

め
光
の
拡
散
が
少
な
い
た
め
、
暗
く
感
じ
ら
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

照
度
は
確
保
し
て
い
ま
す
。

④
お
褒
め
の
お
言
葉
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
後
と
も
安
心
安
全
に
、
職
員
一
同
一

層
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ご
意
見

　
先
般
、
初
め
て
こ
ち
ら
の
病
院
を
利
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
初
め
て
の
た
め
、
右

も
左
も
何
も
わ
か
ら
ず
、
自
分
な
り
に
調
べ
ま

し
た
が
、
不
明
な
点
が
あ
り
予
定
さ
れ
て
い
た

時
間
も
迫
っ
て
い
た
た
め
、
若
い
女
性
看
護
師

さ
ん
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
と
て
も
高
圧
的
な
態

度
と
荒
い
口
調
で
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
そ

の
看
護
師
さ
ん
に
と
っ
て
は
日
常
的
で
当
た
り

前
の
事
な
の
で
し
ょ
う
が
、
私
に
と
っ
て
は
こ
の

よ
う
な
対
応
を
す
る
病
院
は
初
め
て
で
と
て
も

驚
き
ま
し
た
。

【
お
返
事
】
大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
初

め
て
当
病
院
に
診
察
で
お
越
し
に
な
ら
れ
、

職
員
の
乱
暴
な
発
言
で
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な

り
、
大
変
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
改
め
て
、

看
護
師
も
含
め
職
員
一
人
ひ
と
り
の
病
客
さ

ま
へ
の
対
応
（
接
遇
）
と
教
育
を
徹
底
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ご
意
見

　
食
事
の
事
で
す
が
、
毎
日
同
じ
物
、
ま
し

て
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
ゼ
リ
ー
の
よ
う
な
も
の
が
毎

日
出
ま
す
が
、
そ
ん
な
も
の
子
供
の
よ
う
な
も

の
で
い
つ
も
食
べ
て
い
ま
せ
ん
。
牛
乳
と
か
も
飲

み
た
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

【
お
返
事
】
お
食
事
は
、
病
客
さ
ま
の
ご
病

気
に
合
わ
せ
た
治
療
食
と
し
て
お
出
し
し
て
い

ま
す
。
糖
尿
病
の
方
に
は
、
カ
ロ
リ
ー
制
限

と
タ
ン
パ
ク
質
、
脂
肪
、
塩
分
を
考
え
た
食

事
内
容
に
し
て
い
ま
す
。
ご
指
摘
の
件
に
つ
き

ま
し
て
は
、
治
療
食
に
合
わ
せ
た
食
事
の
改

善
と
バ
ラ
ン
ス
の
あ
る
食
事
に
し
て
ま
い
り
ま

す
。
管
理
栄
養
士
ま
た
は
看
護
師
が
訪
問
し

た
際
に
ご
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ご
意
見

　
今
日
、
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
に
弁
当
を
持
参

し
ま
し
た
が
、
日
帰
り
カ
テ
ー
テ
ル
室
に
は
、

電
子
レ
ン
ジ
が
な
く
お
弁
当
を
温
め
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
全
て
の
所
に
は
無
理
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
電
子
レ
ン
ジ
の
設
置
が
あ

れ
ば
、
温
か
く
し
て
お
弁
当
が
食
べ
ら
れ
ま
す
。

【
お
返
事
】
貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
医
療
機
器
へ
の
影
響
等
の
問
題
が

あ
り
、
現
状
で
設
置
す
る
こ
と
は
困
難
で
す

が
、
今
後
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ご
意
見

　
テ
レ
ビ
、
駐
車
場
に
お
金
を
取
る
の
は
お

か
し
い
と
思
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
は
無
料
、
駐

車
場
は
せ
め
て
１
時
間
無
料
に
す
る
べ
き
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
お
返
事
】
病
室
内
の
床
頭
台
（
テ
レ
ビ
）

は
業
者
委
託
に
し
て
お
り
ま
す
。
個
室
を
ご

利
用
の
方
の
テ
レ
ビ
視
聴
料
金
は
個
室
料
金

に
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
多
床
部
屋
（
４
人

部
屋
）
は
室
料
差
額
料
金
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
せ
ん
。
テ
レ
ビ
を
視
聴
さ
れ
る
方
に
は
有

料
と
し
て
い
ま
す
。
駐
車
場
を
ご
利
用
さ
れ
る

方
で
、
病
客
さ
ま
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
の
ご
利
用

の
方
は
無
料
と
し
て
い
ま
す
。

　

ご
意
見

　
先
生
、
看
護
師
の
皆
さ
ん
に
は
、
入
院
中

い
ろ
い
ろ
と
お
気
遣
い
し
て
い
た
だ
き
心
強
く

生
活
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
皆
様
に
助
け
て
い

た
だ
き
無
事
に
退
院
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆

様
も
お
元
気
で
お
過
ご
し
下
さ
い
。

【
お
返
事
】
ご
退
院
お
め
で
ど
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
職
員
に
感
謝
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
大

変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
病
客
さ
ま
に
は
、

今
後
と
も
安
心
と
安
全
を
職
員
一
層
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ご
意
見

　
カ
テ
ー
テ
ル
処
置
を
前
に
緊
張
し
て
い
る
私

に
、
担
当
さ
れ
た
女
性
の
看
護
師
の
方
が
、

終
わ
る
ま
で
き
め
細
か
な
声
か
け
を
し
て
い
た

だ
い
た
事
で
と
て
も
気
持
ち
が
休
ま
り
あ
り
が

た
か
っ
た
で
す
。

【
お
返
事
】
お
褒
め
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
大

変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
病
客
さ
ま
に
寄

り
添
い
、
い
つ
も
ご
安
心
い
た
だ
け
る
診
療
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ご
意
見

院
内
ト
イ
レ
に
つ
い
て
、
い
つ
も
清
掃
が
ゆ
き

と
ど
き
気
持
ち
よ
く
使
用
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い

・受付前 ・デイルーム
リハビリ棟  3階
診療棟  6階、7階

診療棟  2階

ご意見箱 設置場所

ご意見
聞かせてください

→

ま
す
。
１
・
２
点
気
付
い
た
事
が
あ
り
ま
す
。

①
多
目
的
ト
イ
レ
に
は
便
座
ク
リ
ー
ナ
ー
を

是
非
設
置
し
て
下
さ
い
。

②
全
ト
イ
レ
に
手
洗
い
用
洗
剤
を
設
置
し
て

下
さ
い
。
院
内
感
染
防
止
の
た
め
是
非
設
置

し
て
下
さ
い
。

以
上
２
点
に
付
い
て
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

病
棟
に
手
洗
い
洗
剤
の
未
設
置
が
見
ら
れ
る
。

【
お
返
事
】
ご
指
摘
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

早
速
、
多
目
的
ト
イ
レ
に
便
座
ク
リ
ー
ナ
ー

の
設
置
を
い
た
し
ま
す
。
男
女
ト
イ
レ
に
手
洗

い
洗
剤
（
ハ
ン
ド
ソ
ー
プ
）
を
置
く
よ
う
に
し

ま
し
た
。

　

ご
意
見

　
中
、
高
齢
の
方
、
特
に
２
～
３
人
連
れ
、

比
較
的
元
気
の
あ
る
方
に
多
い
の
で
す
が
、
待

合
で
延
々
と
世
間
話
を
さ
れ
て
い
る
。
診
察

に
必
要
な
話
し
声
と
区
別
す
る
と
か
、
座
っ
て

い
る
方
で
も
し
ん
ど
い
方
も
お
ら
れ
る
。
話
を

す
る
に
も
こ
の
事
を
理
解
し
て
ほ
し
い
。
声
の

大
き
さ
を
セ
ー
ブ
す
る
よ
う
PR
し
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
返
事
】
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

診
察
で
お
越
し
に
な
ら
れ
た
病
客
さ
ま
に
も
、

い
ろ
い
ろ
な
方
が
お
ら
れ
ま
す
。
病
院
と
し
て

回
り
の
病
客
さ
ま
に
ご
迷
惑
（
大
声
を
出
し

て
い
る
人
・
言
い
争
い
）
を
お
か
け
す
る
こ
と

に
対
し
て
は
注
意
を
お
願
い
し
て
ま
い
り
ま

す
。
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食
べ
過
ぎ
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う

栄
養
バ
ラ
ン
ス
大
丈
夫
？

　
暑
い
夏
が
過
ぎ
、
食
欲
の
秋
と
な
り
ま

す
。
み
な
さ
ん
は
、
普
段
の
食
事
に
ど
の

よ
う
に
気
を
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
か
？

　
現
代
の
食
事
は
、
洋
食
の
摂
取
頻
度

が
増
え
、
脂
質
の
摂
取
量
が
増
え
た
こ
と

で
、
肥
満
や
、
動
脈
硬
化
を
進
め
や
す
い

食
事
と
な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

食
事
の
内
容
に
少
し
気
を
付
け
る
こ
と
で
、

バ
ラ
ン
ス
良
い
食
事
と
な
り
、
健
康
を
保

つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
で
は
、『
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
』
と
は

ど
ん
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

①
１
日
３
食
食
べ
る

②
３
食
の
内
容
が
か
た
よ
ら
な
い
よ
う
に
す

る③
毎
食
、
主
食
、
主
菜
、
副
菜
を
そ
ろ

え
る

④
自
分
に
あ
っ
た
食
事
量
に
す
る

以
上
の
４
点
が
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
の
ポ

イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
食
事
を
抜
か
な
い
こ
と
が
と

て
も
大
切
で
す
。
ま
た
、
３
食
食
べ
て
い
て

も
、
朝
食
は
軽
い
食
事
と
な
り
、
夕
食

は
し
っ
か
り
食
べ
る
な
ど
、
食
事
の
内
容
、

量
が
か
た
よ
る
こ
と
で
も
、
肥
満
を
助
長
し
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
し
て
、
主
食
、
主
菜
、
副
菜
を
そ

ろ
え
る
こ
と
も
と
て
も
大
切
で
す
。

・
主
食
（
ご
は
ん
、
パ
ン
、
麺
類
）

新  人  医  師  紹  介

循環器内科 本条　崇行
ほん じょう　　 　たか  ゆき

【資格】日本内科学会認定医、 日本心血管インターベンション治療学会認定医

【対象疾患】循環器内科全般
【自己紹介】平成 27年 7月より勤務させていただいております。 病客さまのお役に立てるよう、 精

　　　　　  一杯努力していきたいと考えております。 よろしくお願いいたします。

後期研修医
心臓血管外科

【資格】日本外科学会認定医、 腹部ステントグラフト実施医

【対象疾患】心臓血管外科全般
【自己紹介】平成 27年 7月より心臓血管外科の一員として、 勤務させていただいています。 心臓

　　　　　  病センター榊原病院という国内トップクラスの心臓専門病院で働く機会を与えていただ

　　　　　  きまして誠にありがとうございます。 一日も早くお役に立てるように努力いたします。

波里　陽介
は   り　　  　よう  すけ

　
吉
沢
祐
子
保
健
師
主
任
・
糖
尿
病

看
護
認
定
看
護
師
が
『
糖
尿
病
患
者

の
生
活
習
慣
を
変
え
る
工
夫
』
と
題
し

て
執
筆
し
て
い
る
。

　
清
水
一
紀
糖
尿
病
内
科
部
長
が

『
糖
尿
病
、
自
分
で
知
っ
て
血
糖
管
理
』

と
題
し
て
執
筆
し
て
い
る
。

　
主
な
医
療
機
関
の
看
護
外
来
に
当

院
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
手
術
数
で
わ
か
る
い
い
病
院
ラ
ン
キ

ン
グ
西
日
本
（
東
海
、
近
畿
、
中
国
・

四
国
、
九
州
・
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
）
編
が

東
日
本
編
に
つ
い
で
発
表
さ
れ
た
。

　
今
回
、
14
年
の
調
査
で
判
明
し
た

13
年
1
年
間
の
病
院
ご
と
の
手
術
数
と

治
療
数
の
デ
ー
タ
を
地
域
別
に
再
編

集
し
紹
介
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
都
道

▽
循
環
器
ナ
ー
シ
ン
グ
7
月
号

　
　
　
　
　   （
15
年
7
月
1
日
付
）

▽
N
H
K
き
ょ
う
の
健
康
8
月
号

　
　
　
　
　   （
15
年
7
月
21
日
付
）

▽
読
売
新
聞

　
　
　
　
　   （
15
年
8
月
2
日
付
）

▽
週
刊
朝
日

　
　
　
　
　   （
15
年
9
月
18
日
号
）

府
県
別
に
、
が
ん
、
脳
疾
患
、
心
臓

病
の
3
分
野
17
疾
患
に
つ
い
て
、
地
域

ブ
ロ
ッ
ク
で
多
い
順
に
ラ
ン
キ
ン
グ
さ

れ
、
上
位
の
病
院
を
都
道
府
県
別
に

一
覧
表
に
し
て
い
る
。
中
国
・
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
は
上
位
20
病
院
が
掲
載
さ
れ
、

常
勤
医
師
数
や
主
な
医
師
2
名
の
氏

名
も
併
せ
記
さ
れ
て
い
る
。

　
日
本
胸
部
外
科
学
会
が

2006
年
に
発

表
し
た
調
査
を
引
用
し
、
心
臓
手
術

は
手
術
数
が
多
い
ほ
ど
病
客
の
死
亡

率
が
低
い
と
い
う
。
西
日
本
で
は
国
立

循
環
器
病
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、
当

院
の
よ
う
に
循
環
器
内
科
の
治
療
数
も

多
い
医
療
機
関
が
よ
い
成
績
だ
と
い

う
。
地
域
の
開
業
の
先
生
方
の
指
導
の

も
と
で
生
活
習
慣
の
改
善
に
努
め
る
こ

と
が
二
次
予
防
に
も
つ
な
が
る
と
強
調

し
て
い
る
。

　
発
表
さ
れ
て
い
る
ラ
ン
キ
ン
グ
に
よ
れ

ば
、
当
院
は
心
臓
手
術
数
598
例
で
県

内
第
1
位
、
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
で

も
第
1
位
、
西
日
本
で
第
2
位
に
ラ
ン

ク
さ
れ
て
い
る
。
心
カ
テ
ー
テ
ル
治
療

で
は
県
内
第
2
位
、
中
国
・
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
で
も
第
2
位
、
西
日
本
で
は
第

3
位
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
、
心
筋
焼
灼

術
で
は
県
内
3
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い

る
。

ご覧になりましたか

・
主
菜
（
肉
、
魚
、
卵
、
大
豆
製
品
）

・
副
菜
（
野
菜
、
海
藻
、
き
の
こ
な
ど
）

　
こ
の
３
つ
を
そ
ろ
え
る
こ
と
で
、
栄
養

の
バ
ラ
ン
ス
が
整
え
ら
れ
、
健
康
を
保

つ
食
事
と
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
主
食
は
、
体
を
動
か
す
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
と
な
り
、
脳
や
心
臓
に
と
っ
て
大
切

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
り
ま
す
。

　
主
菜
は
、
み
な
さ
ん
の
身
体
を
作

り
、
血
液
や
、
筋
肉
を
作
っ
て
く
れ
ま

す
。

　
副
菜
は
、食
物
繊
維
や
、ビ
タ
ミ
ン
、

ミ
ネ
ラ
ル
を
豊
富
に
含
む
た
め
、
便
秘

解
消
な
ど
、
体
の
調
子
を
整
え
て
く

れ
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
主
食
を
少
な
く
し
、

副
食
（
主
菜
と
副
菜
）
を
多
く
食
べ

ら
れ
て
い
る
方
が
、
増
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
必
要
栄
養
量
の
半
分
は
主

食
か
ら
と
る
方
が
良
い
と
い
わ
れ
て
お

り
、
副
食
量
が
増
え
る
と
、
脂
質
や

タ
ン
パ
ク
質
の
摂
り
す
ぎ
や
、
塩
分
な

ど
の
摂
り
す
ぎ
に
つ
な
が
り
、
か
え
っ
て

栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

栄
養
科
　
副
主
任
　
森
川
　
聖
子

肥満度を知るために

BMI が 22前後の人たちがもっとも病気にかかりにくく、

寿命も長いといわれています。

肥満度 （BMI）＝体重 （ｋｇ） ÷ （身長ｍ×身長ｍ）

普通体
肥満 1度

2度
3度
4度

：

：

：

：

：

18.5 ～ 24.9
25.0 ～ 29.9
30.0 ～ 34.9
35.0 ～ 39.9
40.0以上

　
さ
ら
に
、
自
分
に
必
要
な
量
以
上

に
食
べ
る
こ
と
は
、
肥
満
を
助
長
す
る

原
因
と
な
る
た
め
、
自
分
に
見
合
っ
た

量
に
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
ま
ず
は
、

腹
８
分
目
を
め
ざ
し
、
食
べ
す
ぎ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
食
べ
過

ぎ
る
と
、
体
重
が
増
え
る
た
め
、
毎

日
体
重
計
に
の
り
、
体
重
を
管
理
す

る
こ
と
も
実
施
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
体
重
測
定
を
す
る
こ
と
で
、
食

べ
過
ぎ
て
い
な
い
か
が
確
認
で
き
、
食

事
量
の
調
節
が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
日
々
の
食
事
を

少
し
気
に
か
け
る
こ
と
で
、
栄
養
バ
ラ

ン
ス
が
整
え
ら
れ
、
健
康
を
保
つ
食
事

と
な
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
日
々

の
食
生
活
で
心
掛
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
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